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加
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上
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一
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崎
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生
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敏
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土
曜

日
は

、
晴

間
が

あ
り

日
曜

日
午

前
中

ま
で

曇
と

の
事

か
ら

、
先

般
、

青
木

氏
未

処
理

の
倒

木
処

理
と

モ
ノ

レ
ー

ル
索

道
敷

設
状

況
検

分
を

兼
ね

て
、

少
々

雨
で

も
行

く
事

に
し

た
。
 

玉
置

川
集

落
を

経
て

玉
置

辻
へ

。
濃

霧
と

小
雨

の
中

、
倒

木
処

理
に

全
員

歩
く

。
玉

置
辻

か
ら

約
１

５
分

の
所

と
聞

い
た

が
、

林
道

終
点

か
ら

少
し

登

っ
た

約
３

０
分

の
所

で
指

摘
の

倒
木

が
あ

り
切

除
す

る
。

帰
路

、
腐

木
１

本

も
歩

き
易

い
様

に
一

部
切

り
除

い
た

。
 

濃
霧

で
走

行
し

づ
ら

い
。

２
１

世
紀

の
森

の
山

桜
も

咲
き

揃
っ

て
い

る
。
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カ

マ
ハ

ラ
テ

ッ
ク

に
よ

り
、

行
仙

補
給

路
横

の
林

道
排

水
溝

上
か

ら
小

谷
を

渡
り

モ
ノ

レ
ー

ル
索

道
が

敷
設

さ
れ

て
い

る
が

、
小

谷
真

ん
中

に
支

柱

が
あ

り
増

水
時

に
は

石
等

が
流

下
し

て
壊

し
そ

う
で

あ
る
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向
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分

岐
下

の
終

点
地

点
を

検
分

し
て

戻
る
( 全

長
約

２
５

０
ｍ
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池
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園
桜

ま
つ

り
 

  
尚

、
完

工
後

の
我

々
の

作
業

は
、

多
少

必
要

と
な

る
と

思
い

ま
す

。
 

 
池

原
公

園
は

、
桜

ま
つ

り
開

催
中

で
小

雨
の

た
め

花
見

客
が

少
な

い
様

だ
。
 

下
北

山
村

主
催

者
常

駐
テ

ン
ト

に
は

、
南

村
長

以
下

の
方

々
が

居
ら

れ
、

先
日

の
御

礼
等

の
挨

拶
を

交
わ

す
。
 

小
雨

が
止

み
、
満

開
の

桜
の

下
の

芝
生

に
座

り
昼

食
と

す
る

。
出

店
が

多

く
焼

肉
、
ア

マ
ゴ
・
鮎

の
塩

焼
き

を
調

達
し

て
来

て
、
美
味

し
く
頂

い
て

い

た
が

、
残
念

な
が

ら
再
び
傘

が
必

要
な

小
雨

と
な

り
早

々
に

座
を
立

つ
。

 
 

 
先

般
の
勉
強
会

で
公

園
入
口

に
下

北
山

村
観
光
案
内

所
が

、
４

月
１

日
か

ら
開

設
す

る
と

聞
い

て
い

た
の

で
立
寄

り
、
百
円
コ

ー
ヒ

ー
を
注
文

し
て
意

見
交
換

の
会
話

を
交

わ
す

。
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原
公

園
か

ら
の

道
路
沿

い
は

、
桜

の
ト

ン
ネ

ル
が
続

き
本
当

に
綺
麗

だ
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不
動

ト
ン
ネ

ル
を
抜
け
七
色
ダ
ム
湖

上
を
通

り
、
規
模

は
小

さ
い

が
神

川

町
桜

ま
つ

り
会
場

の
横

を
通

り
、
満

開
の

桜
を
堪
能

し
て

木
本

を
経

て
帰

新
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